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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月9日(2012.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）リモネン、１，８－シネオール及びリナロールから選択されるモノテルペン類、
（Ｂ）アニオン性界面活性剤、
（Ｃ）融点が５０℃以上、室温（２５℃）で固体であり、有機性値が５６０～１５００、
無機性値が０～４７０であって、当該有機性値及び無機性値が下記式（１）を満たす油剤
、（有機性値）×０．５－５５０≦（無機性値）≦（有機性値）×０．５－２８０・・・
（１）
（Ｄ）水
を含有する容器入り歯磨剤。
【請求項２】
　容器の少なくとも最内層がポリオレフィン系樹脂である請求項１記載の容器入り歯磨剤
。
【請求項３】
　成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量比（Ａ／Ｃ）が、１～２０である請求項１又は２記載の
容器入り歯磨剤。
【請求項４】
　成分（Ａ）と成分（Ｃ）が、平均粒径５～３００μmのハイドロゲル粒子中に含まれる
ものである請求項１～３のいずれか１項記載の容器入り歯磨剤。
【請求項５】
　ハイドロゲル粒子が、非架橋型ハイドロゲルのゲル化剤を溶解させた水性成分水溶液に
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成分（Ａ）と成分（Ｃ）を乳化又は分散させて得られるハイドロゲル粒子である請求項４
記載の容器入り歯磨剤。
【請求項６】
　ゲル化剤が寒天である請求項５記載の容器入り歯磨剤。
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